
 

「いじめ」への指導・支援体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

担  任 関係機関の紹介 
保護者 校長・教頭 

教育委員会 

P T A 会 長 

警 察 署 

ＳＳＷ・ＳＣ 

生徒指導主任 

生徒指導委員会・生徒指導係 

全 職 員 

学級担任・生徒指導部員 

 

（いつ・どこで・だれが・だれに・どんな

ことを・どんな方法で指導し・どのような

フォローを） 

 

○ 指導・援助の方法（個を生かす立場） 

○ 指導内容 

○ 指導体制 

○ 場の設定 

○ 誰に対して（児童・保護者・その他） 

○ 学校全体としての今後の課題 

○ 指導の経過と観察，報告 

具体的方策 継続的実践 

全職員 

 

○ 全職員による目配りと気配り 

○ 学級経営の充実 

○ 家庭・地域とのラポート（信頼関係）

の確立 

○ 報告・連絡・相談の実施 

○ 一人一人を生かす学習指導・生活指導

の実践 

被害児童   加害児童 

関係機関 

ＳＳＷ 

ＳＣ等 

児童生徒支援加配 

連絡・連携 

学年・学級 〇事実の確認 

〇記録 

・原因・期間・内容・関係者等 

いじめ発見の工夫 

いじめの発見 

いじめの定義 

児童生徒に対して，当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等，当該児童生徒と一定の人的

関係にある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行

われるものを含む。）であって，当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているもの。 

「いじめ防止対策推進法」（平成 25年法律第 71号）より抜粋 

※「一定の人間関係」とは，学校の内外を問わず，当該児童が関わっている仲間や集団（グループ）

などの人的関係を表す。 

※「物理的な影響」とは，身体的な影響のほか，金品をたかられたり，隠されたり，嫌なことを無

理矢理させられたりするなどを意味する。けんかは除く。 

報告・連携 

・教育相談 

・いじめ点検（毎月実施） 

・保健室・ひだまりでの観察・対話 

・日常の観察（日記等） 

・子どもからの情報 

・家庭・地域からの情報 

・児童アンケート 

連絡・連携 


